
こ
の
伝
染
病
説
に
疑
問
を
感
じ
る
段
階
に
い
た
っ
て
エ
イ
ク
マ
ン

は
、
遠
田
澄
庵
の
「
脚
気
米
因
説
」
に
心
を
動
か
さ
れ
た
。
研
究
方
針

を
一
八
○
度
転
換
し
、
細
菌
さ
が
し
は
中
止
し
、
ニ
ワ
ト
リ
の
餌
の
「
米
」

の
研
究
に
突
進
し
た
。

そ
し
て
遂
に
、
白
米
が
ニ
ワ
ト
リ
の
脚
気
の
原
因
で
あ
る
こ
と
、
米

の
糠
の
中
に
脚
気
を
お
さ
え
る
未
知
の
有
効
物
質
（
抗
神
経
炎
因
子
）
が

あ
る
こ
と
、
を
発
見
し
た
。

は
じ
め
オ
ラ
ン
ダ
語
の
ち
ド
イ
ツ
語
で
発
表
さ
れ
た
こ
の
エ
イ
ク
マ

ン
の
報
告
は
、
世
界
的
な
大
反
響
を
呼
び
、
「
未
知
有
効
物
質
」
の
抽
出

研
究
が
に
わ
か
に
世
界
の
流
行
に
な
っ
た
。

鈴
木
梅
太
郎
、
フ
ン
ク
、
そ
の
他
、
多
く
の
試
行
錯
誤
の
の
ち
、
一

九
二
六
年
（
大
正
十
五
年
）
、
バ
タ
ビ
ア
の
研
究
所
の
ヤ
ン
セ
ン
と
ド
ナ
ー

ト
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
未
知
有
効
物
質
が
純
粋
な
結
晶
と
し
て
抽
出

さ
れ
た
。
「
抗
脚
気
ビ
タ
ミ
ン
」
（
注
の
ち
の
ビ
タ
ミ
ン
＆
）
と
名
づ
け

ら
れ
、
こ
こ
に
、
人
類
史
上
未
知
で
あ
っ
た
「
ビ
タ
ミ
ン
」
が
は
じ
め

て
誕
生
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
以
後
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
タ
ミ
ン
が
発
見

さ
れ
、
二
十
世
紀
の
ビ
タ
ミ
ン
の
幕
が
開
く
の
で
あ
る
。

以
上
、
エ
イ
ク
マ
ン
が
細
菌
の
探
求
か
ら
餌
の
米
の
研
究
に
転
換
し

た
動
機
は
遠
田
澄
庵
の
「
脚
気
米
因
説
」
に
あ
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

ビ
タ
ミ
ン
の
発
見
に
つ
な
が
る
エ
イ
ク
マ
ン
の
研
究
は
、
遠
田
澄
庵
の

米
因
説
に
よ
っ
て
道
を
示
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。

ビ
タ
ミ
ン
発
見
の
糸
口
に
漢
方
医
学
の
陰
の
貢
献
が
あ
っ
た
こ
と

を
、
当
時
の
日
藺
独
の
原
資
料
を
例
示
し
な
が
ら
論
述
し
た
。

（
平
成
九
年
十
二
月
例
会
）

齋
藤
玉
男
（
一
八
八
○
’
一
九
七
二
、
呉
秀
三
門
下
、
ア
ド
ル
フ
・
マ
ィ

ャ
の
も
と
に
留
学
、
日
本
医
科
大
学
教
授
・
東
京
府
立
松
沢
病
院
副
院
長
を
し

た
、
ゼ
ー
ム
ス
坂
病
院
開
設
）
は
、
日
本
の
精
神
病
学
が
あ
た
ら
し
い
方

向
に
う
つ
る
導
き
手
の
一
人
と
な
っ
た
人
で
あ
り
、
ま
た
最
長
寿
の
長

老
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
略
伝
は
、
「
戦
前
合
州
国
に
留
学
し
た
精
神
病
学

者
た
ち
Ｉ
松
原
三
郎
、
齋
藤
玉
男
、
石
田
昇
ほ
か
’
」
（
日
本
医
史

学
雑
誌
、
第
四
○
巻
第
三
号
、
一
九
九
四
）
に
か
い
て
あ
り
、
ま
た
「
灸
寺
．

羽
栗
病
院
訪
問
記
」
同
誌
、
第
三
六
巻
第
四
号
、
一
九
九
○
）
で
も
こ
の

人
に
ふ
れ
た
。
米
寿
の
と
き
の
回
顧
談
「
八
十
八
年
を
か
え
り
み
て
ｌ

ｌ
斎
藤
玉
男
先
生
回
顧
談
ｌ
」
（
大
和
病
院
一
九
七
三
）
は
わ
た
し
が

編
集
し
た
。
戦
前
に
、
精
神
科
医
療
の
あ
る
べ
き
姿
を
み
さ
だ
め
て
い

た
人
と
し
て
、
わ
た
し
は
と
く
に
注
目
し
て
き
た
。

精
神
疾
患
の
遺
伝
学
お
よ
び
断
種
に
関
す
る
齋
藤
の
研
究
・
発
言
は

お
お
き
く
四
方
向
に
わ
け
ら
れ
る
。
血
族
結
婚
に
関
す
る
そ
の
第
一
は
、

「
む
ら
の
人
々
（
小
さ
な
遺
伝
生
物
学
的
統
計
こ
（
脳
、
第
二
巻
、
第
一

二
巻
、
一
九
三
七
、
一
九
三
八
）
で
、
関
東
の
一
農
村
の
二
七
家
系
三
五
九

名
の
記
載
で
あ
る
。
こ
れ
は
出
身
地
群
馬
県
宮
城
村
で
の
自
分
の
見
聞

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
こ
で
は
い
と
こ
婚
が
一
六
組
み
あ
っ

た
が
、
血
縁
婚
の
悪
影
響
は
み
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

齋
藤
玉
男
Ｉ
断
種
法
史
上
の
人
び
と
（
そ
の
一
）
Ｉ

岡
田
靖
雄
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つ
ぎ
は
、
精
神
疾
患
の
臨
床
遺
伝
学
的
研
究
で
あ
る
。
そ
の
最
初
の

晨
鈩
三
○
ｌ
思
禺
耐
庁
旨
巴
○
す
め
①
計
ぐ
里
旨
ご
旦
昏
①
の
、
ご
Ｎ
Ｃ
ロ
ゴ
吊
昌
の
己
の
】
の
ぎ
○
．

の
厨
・
》
》
ご
里
〕
四
国
①
⑳
①
］
○
二
国
〕
巴
ａ
ｚ
の
匡
吋
○
一
○
晦
園
四
ロ
ユ
勺
の
固
の
冨
煙
可
冨
く
○
一
．

胃
）
己
匿
）
は
、
王
子
脳
病
院
で
み
ず
か
ら
診
療
し
た
分
裂
病
患
者
二
○
二

名
を
発
端
者
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
臨
床
遺
伝
研
究
は
、

直
系
お
よ
び
傍
系
で
精
神
病
、
神
経
病
、
大
酒
が
ど
の
程
度
に
み
ら
れ

る
か
、
お
お
ま
か
に
ま
と
め
て
い
る
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
齋
藤

の
研
究
は
、
今
日
で
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
臨
床
遺
伝
学
的
研
究
へ
の

橋
渡
し
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
し
、
し
か
も
同
種
研
究
の

な
か
で
は
目
だ
っ
て
は
や
い
。
齋
藤
は
こ
の
の
ち
も
一
九
三
四
年
か
ら

同
方
向
の
研
究
を
さ
ら
に
す
す
め
、
躁
う
つ
病
に
つ
い
て
も
調
査
し
た

（
臨
床
日
本
医
学
、
第
四
巻
、
第
五
巻
、
一
九
三
五
、
一
九
三
六
）
。
分
裂
病

は
、
劣
性
の
三
対
乃
至
六
対
の
遺
伝
子
に
よ
る
遺
伝
性
疾
患
で
あ
ろ
う
、

と
い
う
の
が
齋
藤
の
結
論
で
あ
っ
た
。
そ
の
最
終
結
論
と
み
な
す
べ
き

「
精
神
分
裂
病
の
遺
伝
生
物
学
」
（
精
神
神
経
学
雑
誌
、
第
四
三
巻
第
一
○

号
、
一
九
三
九
）
は
、
一
九
三
九
年
四
月
三
日
第
三
八
回
日
本
精
神
神
経

学
会
総
会
で
の
宿
題
報
告
で
あ
っ
た
。

第
三
の
方
向
は
、
海
外
事
情
紹
介
で
、
冷
泉
禎
太
郎
（
レ
ー
ゾ
ン
デ
イ

ト
ル
）
の
筆
名
で
『
脳
」
誌
に
か
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
強
制
断
種
法

施
行
後
の
ド
イ
ツ
の
事
情
の
紹
介
も
あ
り
、
断
種
裁
判
所
に
お
け
る
公

判
に
よ
っ
て
い
た
の
で
、
決
定
経
過
も
報
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。
ま
た
ド
イ
ツ
で
強
制
断
種
へ
の
「
異
見
」
も
根
づ
よ
く
あ
っ

た
こ
と
も
齋
藤
は
紹
介
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
に
は
ド
イ
ツ
の

事
情
も
あ
っ
た
の
だ
し
、
ド
イ
ツ
に
お
く
れ
る
こ
と
を
お
そ
れ
る
な
、

と
自
分
の
意
見
も
齋
藤
は
つ
け
く
わ
え
て
い
る
。

第
四
の
方
向
は
、
断
種
に
つ
い
て
の
自
分
の
意
見
で
あ
る
。
そ
の
最

初
は
、
「
受
胎
調
節
と
強
制
去
勢
、
堕
胎
公
認
の
是
非
」
（
脳
、
第
一
巻
第

六
号
、
一
九
二
七
）
で
、
受
胎
調
節
は
も
っ
ぱ
ら
知
識
階
級
に
お
こ
な
わ

れ
る
の
で
素
質
不
良
の
も
の
が
ふ
え
る
可
能
性
が
あ
る
、
悪
素
質
を
へ

ら
す
に
は
強
制
去
勢
も
か
ん
が
え
ら
れ
て
よ
い
、
は
や
り
の
受
胎
調
節

を
い
う
な
ら
強
制
去
勢
も
堕
胎
公
認
も
科
学
的
根
拠
が
あ
る
、
と
主
張

し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
断
種
を
「
去
勢
」
と
よ
ん
で
い
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
、
こ
の
段
階
で
齋
藤
の
知
識
は
あ
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
三

三
年
の
海
外
事
情
紹
介
で
は
「
断
種
」
の
語
を
た
だ
し
く
つ
か
っ
て
い

つ
（
》
Ｏ

齋
藤
の
意
見
の
中
核
は
、
「
強
制
断
種
法
制
定
の
妥
当
性
」
（
精
神
衛

生
、
第
一
巻
第
八
号
、
一
九
三
四
）
で
あ
る
。
遺
伝
学
の
観
点
か
ら
す
れ
ば

断
種
は
方
法
と
し
て
ズ
サ
ン
で
は
な
い
。
だ
が
徹
底
的
に
断
種
を
や
っ

て
も
遺
伝
性
精
神
疾
患
が
あ
と
を
た
つ
こ
と
は
な
く
、
減
小
率
も
お
お

き
く
は
な
い
。
ま
た
放
置
し
て
も
種
族
の
絶
滅
に
み
ち
び
く
こ
と
は
な

い
。
心
的
不
適
者
断
種
は
自
発
的
で
あ
る
の
を
原
則
と
す
る
べ
き
で
、

よ
く
よ
く
の
事
情
が
で
た
と
き
に
は
全
般
的
強
制
断
種
に
移
行
し
て
も

よ
い
。
齋
藤
の
こ
の
意
見
は
、
断
種
法
制
定
へ
の
反
対
論
と
と
ら
れ
た

よ
う
で
、
翌
年
に
齋
藤
は
、
自
分
は
反
対
論
を
の
べ
た
の
で
は
な
い
、

と
い
い
な
が
ら
、
し
か
し
強
制
断
種
の
効
果
は
そ
れ
ほ
ど
の
も
の
で
は

な
い
、
と
く
り
か
え
し
て
い
る
。
回
顧
談
で
は
齋
藤
は
、
強
制
断
種
の

こ
と
は
は
っ
き
り
さ
せ
ず
に
お
け
る
な
ら
そ
う
し
て
お
き
た
か
っ
た
、

と
の
べ
て
い
る
。
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米
来
米
紹
介
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米
※

遺
伝
性
精
神
疾
患
に
つ
い
て
断
種
が
か
ん
が
え
ら
れ
て
よ
い
、
と
し

な
が
ら
、
強
制
断
種
法
に
は
消
極
的
で
あ
る
の
が
、
当
時
の
日
本
の
精

神
病
医
の
大
勢
で
あ
っ
た
。
そ
の
代
表
と
し
て
齋
藤
の
研
究
、
主
張
を

あ
げ
た
。
つ
づ
い
て
、
強
硬
な
反
対
論
者
で
あ
っ
た
金
子
準
二
、
積
極

推
進
の
永
井
潜
、
吉
益
脩
夫
に
つ
き
み
て
い
き
た
い
。

二
九
九
八
年
一
月
例
会
）

石
島
弘
著

『
水
戸
藩
医
学
史
』

か
っ
て
中
国
の
医
史
学
研
究
者
を
北
里
研
究
所
東
医
研
に
案
内
し
た

と
き
、
書
庫
の
医
史
学
の
書
架
を
見
て
た
め
息
を
つ
い
た
。
中
国
で
も

っ
と
も
医
史
学
書
を
所
蔵
す
る
中
医
研
究
院
医
史
文
献
研
究
所
所
長
の

鄭
金
生
教
授
で
あ
る
が
、
日
本
で
か
く
も
多
く
の
医
学
史
研
究
害
が
著

さ
れ
て
い
る
の
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
中
国
に
は
こ
う
し
た
研
究

書
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
今
後
は
見
習
わ
な
け
れ
ば
、
と
鄭
氏
が
話
し

た
の
は
各
科
ご
と
の
歴
史
研
究
、
そ
し
て
各
地
域
ご
と
の
医
学
史
研
究

だ
っ
た
。

ま
さ
し
く
日
本
の
医
史
学
に
は
、
『
京
都
の
医
学
史
」
は
じ
め
地
域
医

学
史
の
名
著
が
数
多
く
な
り
、
活
発
な
研
究
が
連
綿
と
続
け
ら
れ
て
い

る
。
本
誌
で
も
以
前
、
地
域
の
医
史
学
の
特
集
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は

そ
う
し
た
研
究
の
厚
み
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
伝
統
に
石
島
氏
の
「
水
戸
藩
医
学
史
」
が
新
た
な
一
頁
を
加
え

た
。
約
二
七
○
年
に
お
よ
ぶ
水
戸
藩
医
学
の
歴
史
で
あ
る
。

本
耆
は
以
下
の
十
章
か
ら
な
る
。
第
一
章
”
藩
主
の
病
歴
、
第
二
章
抑

藩
政
の
隆
替
、
第
一
二
号
人
命
尊
重
の
思
想
、
第
四
章
“
水
戸
藩
の
医

療
行
政
、
第
五
章
”
水
戸
藩
初
期
の
医
書
、
第
六
章
”
水
戸
藩
中
期
の

医
書
、
第
七
章
蠅
水
戸
藩
晩
期
の
医
書
、
第
八
章
”
水
戸
藩
医
学
史
の

周
囲
、
第
九
章
”
水
戸
藩
に
お
け
る
儒
者
と
医
師
の
交
流
、
第
十
章
叩

水
戸
藩
医
学
の
特
色
。
以
下
、
石
島
氏
の
自
序
に
記
さ
れ
る
各
章
の
概

略
を
紹
介
し
よ
う
。

第
一
章
～
第
二
章
で
は
歴
代
藩
主
の
動
静
、
そ
の
家
族
の
健
康
・
死

因
等
を
調
査
し
、
つ
い
で
藩
政
の
隆
替
を
時
代
を
追
っ
て
探
っ
て
い
る
。

第
三
章
で
は
殉
死
の
禁
、
救
民
妙
薬
の
頒
布
、
笠
原
水
道
の
敷
設
、
お

救
い
制
度
創
設
と
お
倉
設
置
、
育
子
分
家
取
り
立
て
な
ど
を
一
連
の
「
人

命
尊
重
の
思
想
」
と
し
て
収
め
て
い
る
。

第
四
章
の
医
療
行
政
・
医
学
教
育
で
は
、
光
圀
や
斉
昭
が
藩
主
の
地

位
に
あ
り
な
が
ら
、
進
ん
で
医
薬
学
を
研
修
し
た
形
跡
の
あ
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。
そ
の
せ
い
か
学
問
と
し
て
の
医
学
は
も
ち
ろ
ん
、
医
療

担
当
者
や
医
療
制
度
等
に
関
す
る
深
い
識
見
を
持
っ
て
い
た
。
「
救
民
妙

薬
』
を
始
め
と
す
る
多
く
の
医
薬
学
著
述
や
、
弘
道
館
医
学
館
の
設
置
、

藩
内
各
地
の
郷
校
設
置
と
医
師
の
研
修
、
医
療
普
及
と
防
疫
活
動
に
力

を
注
い
で
い
た
。
こ
の
よ
う
な
藩
主
の
意
図
は
藩
政
に
影
響
し
、
医
薬

学
の
進
歩
も
も
た
ら
し
た
。
こ
の
第
四
章
か
ら
第
七
章
は
本
書
の
中
核

と
い
う
べ
き
も
の
で
、
豐
冨
な
資
料
に
拠
っ
て
解
説
と
考
察
が
す
す
め

ら
れ
、
水
戸
藩
の
医
学
・
本
草
学
の
実
力
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
初
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